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日の丸科学 科学技術・宇宙政策の取材を
担当。科学による国際頁献が自
下の関心事。

北極圏の海氷は地球温暖化で解け始め、現地の人々の蓉らし、
海の生態系などに様々な影響を及ぼしている。この異変を正確
にとらえ、未来を予測するのに、口本の30年間にわたる現地で
の地道な観測成果が役立っている。

地道に観測30年 CO2 上昇確認

昨年10月、船上から見える北
極海はrパンケーキアイス」と
呼ばれる円盤状の薄い氷で覆わ
れていた。

「確実に海氷が滅っている」。
海洋研究開発機構の観測船「み
らい」圏に乗船していた国立極
地研究所の猪上淳准教授（気象
学）は感じた。前年の11月にも、
みらいから同じ風景を見た。

酒常、この時期の北極海は厚
い氷で閉ざされる。氷を砕くカ
がないみらいでは近づけなかっ
た。だが、近年は難なく航行で
きている。

北極の異変はなぜ起きている
のか。その研究に実は日本が大
きく責献している。

1987年、ソ連のゴルバチョフ
書記長（当時） が、 北極地域の
軍零活動の制限や国際的な科学
調査を提言した。ソ連に加え、
米欧諸国などが90年、 「国際北
極科学委員会」を設立した。

円本も91年、極地研が北極点
に近いノルウT 一領・スバール
バル諸島に観測基地を設匹。そ
れ以降、 1週問に 1回、二酸化炭
素(C02)やメタンなどの温
室効果ガスを欠かさず測り続け

ている。96年にCO2、2006年
にメタンの濃度が雇実に上昇し
ていることを突き止めた。

極寒での観測は容易ではない
が、日本は1950年代から続けて
きた南極観測の実績を生かし、
大気を取り込む観測装霞が雪や
氷で覆われないように形を工夫
するなどした。同諸島で基地設
置時に、極地研助手として観測
に携わった青木周司・東北大教
授（大気物理学）は「北極の大
気を追跡した長年のデータは、
世界の研究者から令も注目され
ている」と胸を張る。

消える海氷

北極の気温は、他の地域よリ
2倍以上のペースで上がってい
ることが最近わかってきた。海
氷が解け、氷が太陽の光を反射
しなくなり、海水に熱が吸収さ
れる。海水温が上がリ、さらに
氷が解ける一という需循環に
陥っている。 こうした変化も、

， ヤ ク

宇宙航空研究開発機構(JAX
A)の衛星やみらいでの観測が
明らかにしてきた。

北極研究は2011年以降、日本

®養育費

北極を救えるか

|-l 
北極圏に領土を持つ国々
『; - -
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00 ※白い部分が海氷。気象庁のホームページから

の国家プロジェワトとなった。
なぜなら、北極の気象の変化が、
日本に棗雪など異常気象を引き
起こす可能性が指摘され始めた

洪水・地滑り

北極の異変で被害を受ける現
地の人々にも、巴本の科学が頼
リにされている。

グリ ーンランドの集落では、
洪水 や土砂災害が頻発してい
る。現地住民を支えているのが、
北海道大の杉山慎教授（雪氷学）

新聞教室ミニ ・ ・ ・・ ・ご
． ．
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〇プーチン氏 ®帳簿とネット

l" ．◆温室効果ガスなどを高精度で測定
•30年に及ぶテータを世界に提供

◆気候変動を正確に予測＇ 

[t i: 
(2019年｀杉山慎・北海道大教授提供）

（猪J:.淳•国立極地研究所准教授提供）

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

北
西
部
の

カ
ナッ
ク
地
域
で
積
雪
を
観

測
す
る
日
本
の
研
究
者
ら

薄い
海
氷
が
漂
う
北
極
海
を

航
行
す
る
海
洋
研
究
開
発
概

構
の
観
測
船「
み
らい」

からだ。榎本浩之・極地研副所
長は「北極の出来事が日本につ
ながってくる。遠い世界の話で
はない」 と強調する。

最新データで住民守る

らのグループだ。
現地での積雪の観測から、 気

湿上昇で氷が解けていることな
どが原因であることを示す最新
データを毎年、集落の住民を対
象に開く会合で報告。地滑リが
起きやすい場所を示す地固も配

日本の北極研究の歩み
1987年 ゴルバチョフ ・ソ連書記長

（当時）が北極の国際研究を
提呂

90 国際北梧科学委呉会が発足
国立極地研究所が所内に北
極圏環境研究センター設置

91 極地研がノルウェー に観測
基地設置
極地研が北極科学委に参加
日本が国家プロジェクトで
北極研究事業を開始

13 日本が、北極困に領土を持
つ国による「北極評議会」に
オプザーバー参加

15 北極研究事業の第2期がス
タート

92 
2011 

〇北極

科学部

◎政府答弁書

冨山優介

◆災害のデータを現地住民に提供
司屯境変化を成果報告会などで説明

•住民向けの教材も作成

布して、注意を呼びかけている。
束北大などのグループは昨年

11月、ロシア極東のサハ共和国
の住民向けに、ロシア語の棗境
教材を作った。ここでも大雨で
洪水が起きている。環境異変の
疑問に答え、災害に備えてもら
うためだ。住民からは「何が起
きているかよく分かった」と感
謝されているという。

教材を作成した九州大の藤岡
悠一郎講師（地理学）は「住民
と共通の関心事項を探って、と
もに解決策を考えていきたい」
と話す。

スポ ー ツ選手の呼び方 競技に直接関わる記事
では原則、敬称を省いています。例えば、大相撲
•徳勝龍が偏勝した際の1面、スポーツ面は勝敗
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広がる航路資源争奪
北極圏の海氷が減少したこと

で、ベーリング海峡からロシア
沿岸の海を通り、北欧側に抜け
る北極海の航路の利用が高まっ
ている。

日本から欧州までの航路は、
マラッカ海峡やスエズ運河を通
る従来ルートに比べ、距離を6
割に短縮できるようになった。
この航路は盛んに利用されてい
る。国土交通省のまとめでは、
2018年の総貨物塁は約2000万杉
で、13年の約390万杉から5倍
に増えている。また、北極器の資
源にも注目が集まるようになっ
た。米地質調査所の報告による
と、世界で未発見の原油の13%、
天然ガスの30％が存在すると推
定されている。

「世界が今日ほど、北極の磁
力に引きつけられていることは
なかった。この池域は、力と競
争の場となった」。昨年5月、
米回のポンペオ国務長官はフィ
ンランドでの演説でこう述べ
た。温暖化でアクセスが容易に
なった北栢が、新たな覇櫂争い
の舞台になろうとしている。

宣観測船「みらい」 日本初
の原子力船「むつ」から原子

炉を撤去し、デイ ーゼルエンジ
ンを搭載して改造された海洋研
究開発機構の研究船。1998年に
最初の北極海航海を行った。全
長128.5紅、輻19{；；；、定員80人。

やその展開を伝える記事のため、敬称を省略して
います。しかし、亡き懇師とのエピソードを伝え
る社会面では、敬称の「関」を加えています。
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留
学
生
に
「
週
28
時
間」
の
就

労
を
認
め
て
い
る
の
は 、
「
途
上

国
の
学
生
が
生
活
費
や
学
費
の
足

し
に
で
き、
日
本
の
文
化
や
習
慨

も
学
べ
る」
と
の
理
由
か
ら
だ。

た
だ、
諸
外
国
は
日
本
よ
り
制
限

が
厳
し
い 。

ア
ル
バ

イ
ト

米
は
原
則
禁
止

外籾省が処分した留学仲介業

者のサイト。
「日本で
貯金で

きる」
と勧誘していた（画
像

は一
部修整しています）

「 H本で稼げる 」
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悪質業者急増 ■

ベ

ト
ナ
ム「
偽
装
留
学」
仲
介

就
労
目
的
の
「
偽
装
詔
学
生」
を
派
遇
し
た
と
し
て 、
外
務
省
が
ベ
ト

ナ
ム
の
悪
笠
な
紹
学
仲
介
業
者
を
排
除
す
る
異
例
の
措
置
に
乗
り
出
し

た。
「
日
本
で
稼
げ
る」
と
あ
お
る
業
者
が
乱
立
し 、
多
額
の
借
金
を
背

負っ
た
ベ
ト

ナ
ム
人
が
来
日
後 、
不
法
就
労
す
る
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化

し
て
い
る
た
め
だ
が 、
受
け
入
れ
る
日
本
側
に
も
課
題
が
あ
る。

「
『
お
は
よ
う』
『
こ
ん
に
ち

は』
な
ど
の
あ
い
さ
つ
も
理
解
で

き
ず 、
入
学
予
定
と
い
う
日
本
語

学
校
の
名
前
も
知
ら
な
い
人
も
多

い 。
目
的
が
勉
強
で
は
な
い
の
は

明
ら
か
だ」

現
地
の
日
本
大
使
館
に
査
証

（
ビ
ザ）
申
請
す
る
ベ
ト

ナ
ム
人

の
事
情
に
詳
し
い
関
係
者
は 、
そ

う
実
情
を
明
か
す 。

日
本
政
府
は
以
前
か
ら 、
日
本

語
留
学
の
希
望
者
に
対
し
「
勉
学

の
意
思
確
認」
の
目
的
で
最
低
限

の
日
本
語
力
の
証
明
四
類
を
求
め

て
お
り 、
仲
介
業
者
が
日
本
語
試

験
の
合
格
証
な
ど
を
提
出
し
て
い

る。外
務
省
は
対
策
と
し
て
大
使
館

で
四
接
本
人
に
試
験
し
て
日
本
語

力
を
調
査。
「
合
格
証
が
信
用
で

き
な
い」
と
判
断
さ
れ
る
申
請
が

多
い
仲
介
業
者
に
つ
い
て
は 、
ビ

ザ
申
請
を一
切
受
け
付
け
な
い
規

定
を
2
0
1
8
年
9
月
に
導
入

し 、
こ
れ
ま
で
に
計
90
業
者
を
処

®合格証、「亜咀替え玉

隻． 隻 「
依
存
の
現
実

.＂
偽
装
留
学
を
仲
介
し
た

業
者へ
の
処
分
の
イ
メ
ー

ジ

分
し
た。

関
係
者
に
よ
る
と、
業
者
側
が

「
蹄
え
玉
受
験」
な
ど
の
不
正
で

合
格
証
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
が
多

い
と
い
う。

日
本
語
試
験
は
現
地
で
日
本
の

複
数
の
民
間
会
社
な
ど
が
実
施。

実
施
会
社
に
よ
る
と、
ベ
ト

ナ
ム

人
が
本
人
確
認
に
使
う
「
人
民
証

明
杏」
を
偽
造
す
る
手
口
で
行
わ

れ
て
お
り 、
S
N
S
で
「
替
え
玉

を
請
け
負
う」
と
の
投
稿
も
あ
る。

実
施
会
社
は
チェ
ッ

ク
を
強
化
す

る
が 、
あ
る
会
社
は
「
手
口
が
巧

妙
化
し
て
お
り 、
防
止
に
は
限
界

が
あ
る」
と
漏
ら
す 。

高
額
借
金
抱
え
来
B

背
景
に
は
硯
地
で
過
熱
す
る

「
派
造
ビ
ジ
ネ
ス」
が
あ
る。

硯
地
政
府
に
認
可
さ
れ
た
留
学

仲
介
業
者
は
2
0
0
0
社
を
超

ぇ 、
2
年
間
で
3
倍
以
上
に
急
増。

留
学
の
知
識
も
な
い
農
村
部
の
若

者
ら
に
も
勧
誘
の
手
を
伸
ぱ
し
て

い
る
と
い
う。

農
村
部
の
平
均
年
収
は
20
万
円

程
度
だ
が 、
「
ア
ル
バ
イ
ト

で
月

30
万
円
稼
げ
る」
な
ど
と
説
明

を
し
て、
1
5
0
万
円
程
度
の
費

用
を
徴
収
す
る
悪
質
業
者
も
少

な
く
な
い。
そ
の
結
果 、
容
易
に

返
済
で
き
る
と
信
じ
た
若
者
ら
が

偕
金
を
し
て
来
日
す
る
こ
と
に
な

る。日
本
学
生
支
接
機
構
に
よ
る

と、
日
本
語
学
校
に
在
籍
す
る
留

学
生
9
万
人(
18
年
度）
の
う
ち 、

ベ
ト

ナ
ム
人
は
3
万
人。
国
籟
別

で
最
多
と
な
っ

た
が 、
ア
ル
バ
イ

米
国
で
は
通
常
の
ア
ル
バ
イ
ト

は
原
則
禁
止 。
在
鏑
す
る
教
育
機

閲
の
施
設
内
に
限っ
て
週
20
時
間

ま
で
認
め
ら
れ
る
が 、
語
学
学
校

な
ど
で
は
働
け
る
機
会
は
限
ら
れ

て
お
り 、
現
実
的
に
は
難
し
い
と

い
う。

90
業
者
の
申
請
拒
否

単
純
労
働

卜
漬
け
に
なっ
て
所
在
不
明
に
な

る
ケ
ー

ス
も
相
次
い
で
い
る。
留

学
生
の
不
法
濡
在
者(
19
年
時
点）

の
う
ち 、
ベ
ト

ナ
ム
人
は
6
割
超

の
約
3
1
0
0

人
に
上
る。

外
務
省
閲
係
者
は
「
若
者
が
甘

言
に
乗
せ
ら
れ 、
食
い
物
に
さ
れ

て
い
る。
日
本
に
来
て
不
幸
な
状

況
に
陪
る
実
態
に
歯
止
め
を
か
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
述
べ 、

悪
質
業
者
の
排
除
の
必
要
性
を
強

調
す
る。

根
本
的
解
決
を

一
方
で 、
日
本
側
が
留
学
生
を

「
労
働
力」
と
し
て
頼っ
て
い
る

の
も
事
実
だ。

昨
年 、
外
国
人
の
就
労
を
単
純

労
働
の
分
野
に
も
広
げ
る
新
在
留

賓
格
「
特
定
技
能」
が
導
入
さ
れ

た
が 、
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る

な
ど
の
問
題
か
ら
受
け
入
れ
数
は

伸
ぴ
悩
ん
で
い
る。
人
手
不
足
の

中 、
バ
イ
ト
の
留
学
生
ら
に
支
え

ら
れ
て
い
る
業
種
も
あ
る。

全
国
の
食
品
工
場
と
契
約
し
て

い
る
東
京
の
人
材
派
遺
会
社
の
経

営
者
は
「
特
に
深
夜
の
仕
事
は
日

本
人
を
応
募
し
て
も
集
ま
ら
ず 、

今
は
作
業
員
の
大
半
が
留
学
生。

単
純
作
業
な
の
で
霊某
が
通
じ
な

く
て
も
問
国
は
な
い」
と
語
る。

一
部
の
日
本
語
学
校
が、
就
労

目
的
だ
と
知
り
な
が
ら
受
け
入
れ

て
い
る
親
状
も
あ
る。
留
学
生
が

働
け
る
法
定
時
間
の
上
限
は
「
週

28
時
間」

。
し
か
し 、
違
法
な
超

過
労
働
が
横
行
し
て
お
り 、
「
学

校
に
来
て
も
寝
て
い
る
だ
け
で
授

業
も
成
り
立
た
な
い」
0

大
阪
府

内
の
日
本
語
講
師）
と
い
う
学
校

も
あ
る。

東
京
の
日
本
語
学
校
に
通
っ

て

い
た
ベ
ト

ナ
ム
人
女
性(
21)
は 、

超
過
労
働
を
入
筐
当
局
に
知
ら
れ

た
た
め 、
在
留
資
格
が
更
新
で
き

ず
失
踪。
昨
年
秋
に
帰
国
す
る
ま

で
不
法
滞
在
し
て
働
い
た。
女
性

は
「
借
金
を
返
済
す
る
に
は
仕
方

な
かっ
た」
と
振
り
返
る。

外
国
人
政
策
に
詳
し
い
毛
受
敏

浩・
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

執

行
理
事
は
「
労
働
現
場
が
留
学
生

に
依
存
す
る
の
は
不
健
全
だ。
新

在
留
資
格
を
拡
充
す
る
な
ど 、
働

き
た
い
外
国
人
を
正
面
か
ら
受
け

入
れ
る
体
制
を
整
え
な
い
と
恨
本

的
な
解
決
に
な
ら
な
い」
と
指
摘

す
る。

ニー―――――_-
＝-――――――――――――-
＝-―――-＝―――――――
"'"―――――――――――_-
＝-――――――――――-―
"'――_-――-＿-
=―-
n-――――――_-
＝-―――――――――――――――――――"'――――――――
"
"―ー・―――――――――――――――――――――_-――――――_-――-―-――――

カ
ナ
ダ
は
場
所
を
問
わ
ず、
就

労
は
禁
止。
英
国
も
語
学
留
学
の

場
合
は
認
め
て
い
な
い 。

ニ
ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン
ド
で
は、
語

学
留
学
の
場
合 、
政
府
か
ら
教
育

の
質
が
高
い
と
認
定
さ
れ
た
学
校

の
学
生
に
限っ
て
働
け
る
が、
上

限
は
週
20
時
間。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
学
校
に
応
じ
た
制
限
は
な

い
が 、
2
週
間
で
40
時
間
と
し
て

い
る。
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